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三井化学の物流RC活動
－「思い」を伝えて－

物流部
安全品質グループ

三井化学株式会社

1

会社概要会社概要

社名 三井化学株式会社

創⽴年⽉⽇ １９９７年１０⽉１⽇

代表取締役 淡輪 敏

本社 〒105ｰ7122 東京都港区東新橋⼀丁⽬5番ｰ2号 汐留シティセンター

資本⾦ 1,250億円

従業員 13,447⼈（連結）

国内拠点 製造拠点5⼯場、1分⼯場、研究所１
営業拠点４

主な事業内容 ヘルスケア、モビリティ、
フード＆パッケージング、
基盤素材
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物流部の概要：組織/体制

本社物流部 国内工場 物流G

企画管理T
企画

管理G

市原物流G
樹脂･固形品T

液ガス品T

企画管理T

企画管理T

樹脂・固形品T

樹脂･固形品T

茂原物流G

名古屋物流G

大牟田物流G

大阪物流G

岩国大竹物流G 企画管理T

液ガス品T

※概ね3PL化

CR10PJ
(Cost Reduction PJT)

国内物流1T
(3PL）

国内物流2T
(非3PL）

国際物流2T
(船積業務）

国際物流1T
(企画管理業務）

三井化学㈱ 物流部

Booking ｾﾝﾀｰ
(三井倉庫)

液ガス品T

物流部長

３ＰＬ※

各工場RC推進者

3PL RC推進者

7名

2名

5名
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本社RC推進者

国内
物流G

国際

物流G

3名
安全

品質G

RCアドバイザー 1名

代表取締役社長執行役員

淡輪 敏

「安全はすべてに優先する」という経営⽅針のもと、全
グループを挙げて様々な安全活動に取り組んできました。
しかしながら、2012年岩国⼤⽵⼯場で発⽣したレゾルシ
ン製造施設爆発⽕災事故を反省して、⼆度とこのような事
故を起こさないよう「再発防⽌対策」と「抜本的安全対策」
に取り組んでいます。

三井化学の安全への誓いの⾔葉は以下のとおりです。
『「安全は、⾃分⾃⾝のため、家族のため、同僚のため、
社会のため」このことを⼼に刻み、安全のために⾃分は何
をすべきか、しっかりと考え、積極的に⾏動しましょう。』

この⾔葉は、「安全の⽇」の⾏事の際をはじめ、安全最優
先を誓うために、社内で繰り返し全員で唱和することにして
います。

三井化学の安全への「思い」
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物流部⻑ 筆

物流のRC活動には王道はなく、基本ルールや
⼿順の遵守、⼿を変え品を変えた対策の繰り
返しである。
安全はあって当たり前ではなく、ひとりひとりが勝
ち取るもの。常に現場と向き合い、「思い」を伝
えて安全⽂化を醸成させるための地道な活動
を今⽇も続けている。

安全品質Ｇ



物流部業務所掌

物流部業務所掌(範囲)

MCI

MCIの3PLMCIの3PL MCIの非３PLMCIの非３PL

充填包装完了後、製品保管/
在庫引当/出荷〜顧客納⼊

物流会社

企画
・管理

オペレーション
・管理

3PL傘下物流会社

戦略

企画 ・管理

オペレーション・管理

戦略

一般的な3PL一般的な3PL

企画 ・管理

オペレーション・管理

3PL傘下物流会社

戦略

３PL
委託

⾃社 MCI

３PL
委託
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三井化学はすべての実物流業務を物流協⼒会社へ委託している。「安全はすべてに優先
する」との「思い」を如何に物流現場へ伝えていくか、また、実物流の現場との距離感が⽣
じないか、という課題に対して現場に密着した活動を⾏い、物流事故トラブルの低減に成
果を上げています。

⽬次
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活動の成果・改善度
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流出 未流出

活動の成果・改善度

１００

５０

０

１００

２００

３００

４００

（件）

流出トラブル※
（物流事故＋品質苦情）

未流出トラブル

◆物流事故発⽣件数
2008年度

⇒2017年度 △80％

◆品質苦情発⽣件数
2008年度

⇒2017年度 △74％

※流出トラブル
トラブル品を納⼊し、使⽤、未使⽤に
かかわらず顧客へ迷惑を掛けたトラブ
ル。顧客構内での物損事故も含む。

流出トラブル / 未流出トラブル件数推移
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活動の成果・改善度

２０２５年度ＫＧＩ 10ppm以下 を⽬指す‼

2014年度 71ppm ⇒2017年度 42ppm

KPIの推移（顧客流出トラブル）
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※実績

業界トップレベルの目標

活動実績
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４⽉ ５⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ ２⽉ 3⽉

活動実績

▼ 物流安全品質会議（岩国）
▼ ＲＣ推進者会議

▼ 年末年始
アンケートに基づく各⼯場意⾒交換会 ▼

⼿順順守に関するアンケート調査
▼

物流事故トラブル防⽌キャンペーン（年度末）▼

▼ 物流事故トラブル防⽌キャンペーン（GW）
物流事故トラブル防⽌キャンペーン（お盆） ▼

▼ 梅⾬時期⽔濡れ防⽌キャンペーン

▼ タンクローリー演練（後進操作）

▼ MENET訓練（市原）
UDトラックス 実⾞運転操作体感教育

▼ 誤出荷、誤納⼊の防⽌体制の総点検（SP・倉庫 ⾃主監査の実施）

▼ 船舶 ドック⼊渠時の安全対話

●週報⽉報の配信（継続）

講演会「静電気の恐怖」 （講師：MDPC 萩原⽒）

▼集合教育
MENET訓練（⼤阪－本社） ▼

▼ MENET訓練（⼤牟⽥－茂原）
▼ MENET訓練（岩国－名古屋）

MENET訓練（市原－国内T） ▼

▼ RC推進者による相互確認パトロール

▼ 船舶災防協連絡会/訪船パトロール

路線便会議（茂原） ▼

▼ 運⾏管理者会議（⼤牟⽥）

事例）2016年度の活動

▼ 船舶災防協連絡会/訪船パトロール ▼ 船舶災防協連絡会/訪船パトロール

▼ 物流安全品質会議（⼤阪）

▼ ＲＣ推進者臨時会議 ▼ ＲＣ推進者会議

▼ A社
▼ B社

▼ A社

▼ C社 ▼ D社
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▼ 臨時 トラブル多発注意喚起ﾎﾟｽﾀｰ配信
▼ 臨時 物損多発注意喚起ﾎﾟｽﾀｰ配信

⽉報 １２報発⾏ ／ 週報 ５２報発⾏

「指差呼称有効性確認」
「挟まれ巻き込まれ体感」
「静電気体感」
技術研修センター（名古屋⼯場）

▼集合教育

▼集合教育

▼ 物流事故ﾄﾗﾌﾞﾙ防⽌ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

活動実績 「思いを伝える活動」 －１

訪船

教育/訓練/演練

ドック安全会議

トラブル/事故の
現場対応現場パトロール

安全対話

実物流の現場に訪問し、安全対話や現場パトロールを⾏い、トラブル・事故
の未然防⽌を⾏っています。また、トラブルや事故に対しては現場に出向き、真相原因
の解明や対策を徹底的に⾏っています。
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「刺さり込み」活動



【⽉報】
☞ ⽬標／課題の共有化と進捗状況の報告

⇒⽬標達成への⼀体感の醸成
☞ ⽉齢によるトラブル発⽣危険⽇の周知
☞ 社内で募集した安全標語を表⽰し、「思い」を伝達

隠れキャラ探し

⾒てもらう、興味がわく⼯夫 １

⾒てもらう、興味がわく⼯夫 ２

⾒てもらう、興味がわく⼯夫 ３

「思い」を込めた標語

満⽉・新⽉は要注意⽇‼
気を付けて‼

活動実績 「思いを伝える活動」 －２

⽉報・週報の配信
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【週報】過去５年の⾃社トラブルをビジュアル化
☞同じトラブルの再発防⽌
☞⾵化しやすいトラブルの思い起こし
☞過去トラブル発⽣時の⽉齢を表⽰

⾒てもらう、興味がわく⼯夫 １

⾒てもらう、興味がわく⼯夫 ２

出来るだけビジュアル化

⽉齢表⽰

回覧確認欄

⾒てもらう、興味がわく⼯夫 ３

活動実績 「思いを伝える活動」 －３
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⽉報・週報の配信



対面点呼 職場ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 集合研修

朝礼職場掲示

活動実績 「思いを伝える活動」 －４
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週報・⽉報に関するみなさんの

キャンペーンポスター

活動実績 「思いを伝える活動」 －５
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『思い』を伝えるキャンペーン活動



アンケート内容
物流トラブルの原因に作業⼿順の不備、ルールの不順守が⽬⽴ったことから、全拠点へ
の⼿順書に関する意識調査を実施。

2016年度(実績)

活動実績 「現場の声を聴く活動」
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アンケート調査

活動実績 「現場の声を聴く活動」
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アンケート調査



検査会社

運送会社

タンクターミナル

船社

倉庫

マニュアルは理想
を追求したもの
である。

活動実績 「現場の声を聴く活動」

ルールを守らなく
ても危険や不利
益がない。

⼈⼿不⾜により⼿
順通りに作業でき
ない事がある。
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アンケート調査 現場の

■三井化学技術研修センターでの集合教育 ■トラック製造会社での運転体感教育

ドライバーの⽬線に⽴つために参加者
全員が実際に⾞両を運転し、⼤型⾞両の
運転技術の難しさや、死⾓を体感。

指差呼称の有効性を体感。

挟まれ巻き込まれ、静電気などの体験・体感。

活動実績 「現場⽬線に⽴つ研修」
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教育訓練 集合教育



構外事故対応への取組み
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MENETとは、「三井化学グループ構外物流事故・緊急連絡網及び応援体制」
（Mitsui Chemicals Group Logistics Emergency NETwork）の略

6⼯場（BaseⅠ）と物流拠点5ヶ所（BaseⅡ）に緊急資機材を保管し、いざという時
は、最寄りの⼯場から対応部隊を派遣し全社⼀丸となって対応します。
平時は通報訓練や演練を⾏って対応⼒を⾼めています。
2015年には（財）海上災害防⽌センターのHazmatersと契約し、同センターとの訓練も
⾏っています。

市原⼯場での
MENET訓練の様⼦

MENET体制・訓練 （1995年〜）

構外事故対応への取組み
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事故発生年月 事故内容 発生場所 出動工場 製品工場

1999年1月 農薬積載車が追突され缶が落下し製品が漏洩 石川県 名古屋 大牟田

2000年1月 塗料用原料の積載トラックが横転、製品が漏洩 兵庫県 大阪 下関

2001年8月 毒劇物工業薬品のＩＳＯコンテナーが横転、漏洩はなし 滋賀県 大阪 大阪

2004年3月 樹脂原料積載トラック追突事故、運転手死亡 岐阜県 名古屋 市原

2006年9月 ウレタン原料積載ＩＳＯコンテナー、国道で横転 山口県 岩国大竹 大牟田

2009年8月
顧客タンクに製品を送液中ローリーホースフランジ接続部付
近から流出

広島県 岩国大竹 茂原

2012年4月 停車中のトラックにトラック２台が追突し輸送中の製品漏洩。 愛知県 名古屋
茂原

３ＰＬ第２段

2013年2月 顧客構内で車両燃料（軽油）漏れ、排水溝に流出 滋賀県 大阪
ﾌﾟﾗｲﾑﾎﾟﾘﾏｰ
大阪工場

＜愛知県・伊勢湾岸道路下り線＞
製品輸送中、故障で停⾞していた⾞両に追突。
（３台の⽟突き事故：当該⾞両は最後尾）
事故の衝撃によりドラム⽸製品が損傷道路上
に漏洩した。
NEXCO中⽇本等の対応要請があり、MENET
を発令して対応した。

【対応事例】

MENET出動実績

構外事故対応への取組み
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活動の横展開
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活動の横展開

製品事故対応体制

製品安全輸送協議会

路線便トラブル対策

Ｈ社
Ａ社

Ｅ社

Ｆ社

Ｄ社

Ｃ社

Ｂ社

Ｇ社

同業社との情報交換
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New

welcome

welcome

New

おわりに
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私たちが⽬指しているのは、
物流という領域において、三井化学のレスポンシブル・ケア基本⽅針を体現すること、す
なわち、法令遵守はもとより安全、品質、健康、及び環境の継続的改善により、地域と
社会の期待と信頼に応え、社会の持続可能な発展に貢献することです。

すべての実物流業務を協⼒会社に委託していることから、徹底した現場主義のもと、物
流現場へ刺さりこみ、ドライバーや作業者の気持ちをつかんで私たちの「思い」を共有し、
安全・品質・環境を改善してきました。
さらに、同業他社にも情報交換等を働きかけ、この活動を広げています。

今後も、物流分野において関係する⼈々や物流協⼒会社との良好なコミュニケーション
を図り、 「安全はすべてに優先する」 という基本⽅針のもと、物流ＲＣ活動をこれから
も地道に推進していきます。

三井化学株式会社
物流部 安全品質グループ⼀同
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三井化学の物流ＲＣ活動
－「思い」を伝えて－

おわりに

以 上
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